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笑顔あふれる町へ笑顔あふれる町へ

「
元
気
あ
る
町
〜
着
実
に
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
―
さ
ら
に
前
進
―
」

　

平
成
23
年
度
の
町
の
予
算
が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
希
望
の
光
・
わ
が
金
山
〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
」の
実
現
の
た
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
出
来
る
限
り
反
映
い
た
し
ま

し
た
。

　

23
年
度
も
、
着
実
な
行
財
政
運
営
に
よ
り
、
福
祉
の
向
上
や
夢

が
持
て
る
取
り
組
み
、
そ
し
て
町
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
住

み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
の
廃
止
に
よ
り
、
６
会

計
７
事
業
、
予
算
総
額
は
15
億
２
９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成２3年度予算決定！

歳入・歳出とも予備費などの少額のものは金額等を記載しておりません。

一般会計は
総額33億2,800万円

歳　入

歳　出

町税
400,564
12.0%

町税
400,564
12.0%

地方譲与税
等交付金
95,082
2.9%

地方譲与税
等交付金
95,082
2.9%

地方交付税
1,753,376
52.7%

地方交付税
1,753,376
52.7%

使用料手数料
39,551
1.2%

使用料手数料
39,551
1.2%

分担金・負担金
3,616
0.1%

分担金・負担金
3,616
0.1%

国・県支出金
451,659
13.6%

国・県支出金
451,659
13.6%

町債
376,400
11.3%

町債
376,400
11.3%

諸収入
38,920
1.2%

諸収入
38,920
1.2%

繰越金
50,000
1.5%

繰越金
50,000
1.5%
繰入金
104,752
3.1%

繰入金
104,752
3.1%

単位：千円
％は構成比
単位：千円
％は構成比

人件費
661,603
19.9%

人件費
661,603
19.9%

扶助費
223,873
6.7%

扶助費
223,873
6.7%

公債費
416,175
12.5%

公債費
416,175
12.5%

物件費
496,953
14.9%

物件費
496,953
14.9%

維持補修費
48,631
1.5%

維持補修費
48,631
1.5%

補助費等
620,076
18.6%

補助費等
620,076
18.6%

積立金
6,400
0.2%

積立金
6,400
0.2%

繰出金
428,819
12.9%

繰出金
428,819
12.9%

貸付金
7,000
0.3%

貸付金
7,000
0.3%

投資的経費
413,470
12.4%

投資的経費
413,470
12.4%

歳
　
入

歳
　
入

４
本
柱
の
政
策
拡
充
と

雇
用
対
策
・
地
域
経
済
の
活
性
化
を

〜
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
〜

 

金
山
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
営
を

歳
　
出

歳
　
出

　

歳
入
の
半
分
以
上
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
国
の
総
額
で
は
増
額
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
計
算
の
基
礎
と
な
る
人
口
数
値
が
22
年

度
の
国
勢
調
査
に
置
き
換
え
ら
れ
減
少
す
る

こ
と
も
あ
り
、
前
年
比
２
・
１
％
増
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
金
山
小
、
有
屋
小
の
耐

震
補
強
工
事
に
係
り
、
７
千
６
百
万
円
程
増

額
と
な
っ
た
こ
と
や
こ
ど
も
手
当
て
の
増
額

や
道
路
整
備
な
ど
に
よ
り
３
９
・
９
％
の
大

幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
財
政
運
営
基
金
か

ら
５
千
万
円
の
ほ
か
、
小
学
校
等
の
施
設
整

備
の
た
め
に
資
産
活
性
基
金
か
ら
約
４
千

万
、
ま
た
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
使
っ
た
事
業

の
財
源
と
す
る
予
定
で
す
。

　

諸
収
入
は
前
年
の
宝
く
じ
協
会
か
ら
の
助

成
金
約
３
千
４
百
万
円
（
福
祉
バ
ス
等
の
整

備
）
が
皆
減
と
な
り
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま

し
た
。　

　

町
債
は
、
地
方
交
付
税
と
一
体
と
し
て
算

定
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
算
定
方
法
の

変
更
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
小

学
校
の
耐
震
等
改
修
工
事
や
道
路
改
良
な
ど

に
係
る
起
債
発
行
が
増
え
た
た
め
、
総
額
で

は
増
加
し
ま
し
た
。

　　

人
件
費
は
、
議
員
年
金
共
済
負
担
金
が
一

時
的
に
増
え
ま
す
が
、
全
会
計
に
お
け
る
職

員
人
件
費
は
、
15
年
度
以
降
毎
年
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
額
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
１
２
・
６
％
の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
前
年
度
よ
り
約
２
千
８
６
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
の
う
ち
町
の
単
独
分
は
、
国

の
経
済
対
策
に
よ
り
22
年
度
へ
前
倒
し
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
木
質
燃
料
ボ
イ
ラ
ー

導
入
の
実
施
設
計
や
金
山
小
の
屋
根
や
外
壁

の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
補
助
事

業
分
は
、
有
屋
小
、
金
山
小
学
校
耐
震
補
強

工
事
や
道
路
改
良
、
流
雪
溝
整
備
な
ど
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
と
介
護
保
険
で
会
計
内
の
基
金
も

財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
か
ら
両
会
計
へ
の
繰
出
金
は
大
き
く
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
診
療
所
に
係
る
分
は
１
億
４
千
９
８

３
万
円
と
前
年
度
よ
り
約
１
千
９
百
万
円
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
起
債
の
償
還
分

（
借
金
の
返
済
）
が
22
年
度
で
終
了
し
、
前

年
の
２
千
１
１
２
万
円
が
皆
減
と
な
っ
た
た

め
で
す
。
運
営
費
等
の
繰
出
金
は
、
医
療
機

器
整
備
の
た
め
、
２
１
１
万
円
ほ
ど
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
一
般
会
計
に
占
め
る

割
合
は
高
く
、
今
後
も
診
療
所
の
経
営
に

よ
っ
て
、
町
の
財
政
運
営
は
大
き
く
左
右
さ

れ
ま
す
。　

　

22
年
度
か
ら
健
康
づ
く
り
と
合
わ
せ
、
診

療
所
で
の
受
診
率
を
高
め
る
た
め
、
40
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
男
性
が
診
療
所
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
た
場
合
の
助
成
金
を
増
額
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
場
合
、
約
５
千
円
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
で
た
だ
ひ
と
つ
の
入
院
施
設
を
存
続

さ
せ
る
た
め
、「
町
立
診
療
所
」
の
ご
利
用

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
　

　

昨
年
「
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
が
20
年
度
決
算
か
ら
適
用
さ
れ
、

健
全
化
指
標
で
あ
る
「
実
質
赤
字
比
率
」、

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比

率
」、「
将
来
負
担
比
率
」
に
つ
い
て
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
金
山
町
で
は
昨
年

の
９
月
議
会
で
、
い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健

全
化
基
準
内
で
あ
り
、
年
々
町
債
の
残
高
も

減
少
し
て
い
く
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
全
体
の
う
ち
、
毎
年
度
変
わ
ら
ず
要

す
る
経
費
が
全
体
の
何
割
か
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
今
後
も
90
％
以
下
で
年
々
減
少
し

て
い
く
見
込
み
で
す
（
経
常
収
支
比
率
が
低

け
れ
ば
、
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
の
割
合

が
高
い
と
い
う
こ
と
）。

　

将
来
負
担
比
率
も
町
債
残
高
の
減
少
や
職

員
数
の
減
少
に
よ
り
低
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、町
債
の
残
高
は
一
般
会
計
の
場
合
、

23
年
度
末
で
は
34
億
４
千
万
円
程
度
と
な
り

ま
す
。
残
高
の
う
ち
約
４
割
は
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
引
続
き
適
正
な
管
理

を
行
う
こ
と
で
残
高
自
体
も
緩
や
か
な
減
少

　

一
般
会
計
予
算
は
、「
人
材
育
成
、
健
康

づ
く
り
、
産
業
振
興
、
定
住
交
流
」
を
４
本

柱
と
し
、
可
能
な
限
り
独
自
の
支
援
を
展
開

し
な
が
ら
、
引
続
き
確
実
な
実
施
を
目
指
し

ま
す
。
現
在
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
雇
用
対
策

や
地
域
経
済
活
性
化
策
な
ど
を
中
心
に
予
算

の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
予
算
総
額
が
増
加
し
た
要
因
は
、
金

山
、
有
屋
小
学
校
の
耐
震
補
強
等
工
事
や
子

ど
も
手
当
の
増
額
支
給
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
税
は
、
昨
今
の
経
済
事
情
に
よ
る
個
人

町
民
税
所
得
割
の
減
額
や
、
た
ば
こ
税
の
減

額
か
ら
、
全
体
で
４
・
５
％
の
減
少
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
国
の
試
算
に
お
い
て
自

動
車
重
量
譲
与
税
が
減
少
す
る
と
推
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も
前
年

度
よ
り
下
回
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
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金
山
ふ
る
さ
と
寄
附
充
当
事
業

　

〜
温
か
な
ご
支
援
を
形
に
〜

特
別
会
計
総
額
は

　
　

１
５
億
２
９
３
万
円

老
人
保
健
会
計
を

　
　
　

廃
止
、
一
般
会
計

が
続
く
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

23
年
度
決
算
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率

は
１
５
・
８
％
と
試
算
さ
れ
、
減
少
し
ま
す
。

今
後
も
適
正
な
町
債
発
行
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
財
政
健
全
化
に
向
け
て
見
通

し
を
立
て
て
お
り
ま
す
が
、
国
の
動
向
が
不

安
定
な
面
も
あ
り
、
引
続
き
注
視
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
地
方
交
付
税
へ

の
依
存
度
が
高
い
金
山
町
の
財
政
は
、
国
や

県
か
ら
の
交
付
税
や
補
助
的
な
収
入
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

常
に
最
新
の
情
報
を
得
な
が
ら
計
画
を
見

直
し
堅
実
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

　

平
成
22
年
も
金
山
出
身
の
方
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
町
外
の
方
か
ら
温
か
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
中
の
受
領
額
合

計
は
５
８
９
万
３
千
円
（
３
１
７
件
：
21
年

度
の
約
２
倍
）
で
し
た
。
寄
附
者
の
ご
希
望

に
合
わ
せ
次
の
と
お
り
、
23
年
度
事
業
へ
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
人
材
育
成
事
業
﹈

•
か
ね
や
ま
清
い
心
の
町
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
28
万
２
千
円
）

﹇
健
康
づ
く
り
﹈

•
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
（
74
万
７
千
円
）

﹇
産
業
振
興
﹈

•
商
店
活
性
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
90
万
３
千
円
）

﹇
定
住
交
流
﹈

•
交
流
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業 　
（
31
万
９
千
円
）

•
景
観
づ
く
り
海
外
研
修
（
53
万
７
千
円
）

﹇
教
育
文
化
﹈

•
金
山
育
英
会
運
営
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
５
０
万
円
）

﹇
そ
の
他
﹈

•
育
児
支
援
事
業　

（
１
６
０
万
５
千
円
）

　　

特
別
会
計
（
６
会
計
と
水
道
事
業
の
収
益

的
収
支
分
）
全
体
で
は
１
千
６
１
７
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
事
業
勘
定
は
、
主
に
最
上
広
域
連
合

に
対
す
る
財
政
支
援
負
担
金
が
増
え
、
前
年

比
２
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
直
診
勘
定
（
診
療
所
分
）
は
、
前
述

の
繰
出
金
の
内
容
に
も
あ
る
と
お
り
、
起
債

の
償
還
分
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
１
千
１

４
１
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
等

の
医
療
給
付
費
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
増
、

後
期
高
齢
者
医
療
は
相
談
室
整
備
で
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
県
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
が

減
額
と
な
り
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
公
共
桝
移
設
工

事
に
よ
り
微
増
、
下
水
道
事
業
は
起
債
償
還

金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
約
１
千
６
百
万
円
の

減
、
水
道
事
業
は
配
水
管
の
移
設
工
事
な
ど

に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
制
度
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
20
年
３
月
診
療
ま
で
の
遡
及
分
の

み
で
し
た
が
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
と
思

わ
れ
る
こ
と
や
、
予
算
規
模
が
小
さ
い
こ
と

か
ら
、
22
年
度
で
特
別
会
計
を
廃
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

子育て支援子育て支援

4本柱と雇用、地域経済活性化策を強化するため、町独自の支援を可能な限り広げました。また乳幼児か
ら中学生までの医療費を無料、認定こども園の給食費を無料とします。さらにノーベル賞受賞者を招いて
の講演会の開催など、夢を持って永く住み続けられる町づくりを展開します。　

・第１子から出産祝金を贈呈
・妊婦健診助成（14回分）
・第１子から入学祝金を贈呈（拡充）
・第３子以降の保育料助成（拡充）
（規定改正により対象者を拡大）
・乳幼児～中学生の医療費助成（拡充）
（小学生の通院と中学生の入院、通院も無料へ）
・不妊治療助成
・すくすくプレイランドの開催

・プレミアム商品券への補助（拡充）
・商工会金山支部への運営補助
・街の駅及び土産販売所の検討（新規）
・緊急雇用
・新規開発事業補助金
・常用労働者新規雇用奨励金
（平成25年３月末まで交付条件を一部緩和）
・新規学卒者採用促進奨励金（新規）
・工場誘致奨励金

・きらり金山地域活性化拠点づくり（新規）
（ふるさと壁画制作、お宝マップ作成等）
・小学校英語学習指導補助員の設置（新規）
・認定こども園運営支援（新規）
（給食の完全無料化、施設整備補助を含む）
・放課後子ども教室・放課後児童クラブの開催
・特別教育支援員・学校カウンセラーの設置
　　　　　　　　　　　　　　　　（拡充）
・スポーツ強化支援
・金山小、有屋小耐震補強工事（新規）

・リサイクル推進運動（集団資源回収奨励金）
・コンポスター導入助成
・公害防止と不法投棄の適正処理
・木質バイオマスボイラー導入の実施設計
　　　　　　　　　　　　　　　　（新規）

・町道改修と橋梁補修による安全確保（拡充）
・合併処理浄化槽設置補助
・町道除雪事業
・地区公民館整備
・地区交付金等交付事業
・心の絆づくり事業（おたがいさま運動）
　　　　　　　　　　　　　　　（新規）
・介護激励金支給事業（拡充）

人 材 育 成人 材 育 成

雇用・商工雇用・商工

健康づくり健康づくり

教 育 文 化教 育 文 化

産 業 振 興産 業 振 興
環 境 対 策環 境 対 策

　　　　　　　　　　　　　　　
まちづくりまちづくり 定 住 交 流定 住 交 流

・家庭教育推進事業
・金山清い心の町創造事業
（「仮称」かねやま未来会議事業への補助）
・ノーベル賞受賞者招へい・講演会の開催　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（新規）
・「金山人」育成事業
　（金山高校学習振興事業費補助等）

・8020めざし隊（拡充）
（歯科衛生士による歯周疾患予防、
　健診時フッ素無料塗布回数増）
・個別受診のフッ素塗布無料券の交付
　　　　　　　　　　　　　　　　（新規）
・健康倶楽部、お茶のみクラブ活動
　　　　　　　　　　　　　　（地区啓発）
・高齢者インフルエンザ予防接種補助
　　　　　　　　　　　　（65歳以上対象）
・高齢者肺炎球菌ワクチン接種補助（拡充）
（対象年齢を70歳以上から65歳以上へ）
・新型インフルエンザワクチン接種助成
（１歳～中３、生活保護者等対象）　
・子宮頸がんワクチン（中学生対象）、
　Hibワクチン（２ヶ月～５歳未満）、
　小児肺炎球菌ワクチン接種助成
　（２ヶ月～５歳未満）　　　（新規）　
・町立診療所ドック検診助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（40～60歳男性対象）

・伝統野菜特産化推進（商標権登録）（拡充）
・ほ場整備、農業用施設整備補助
・地産地消推進（青空市、伝統家庭料理展示　
　会、ふるさとクーポン等）
・園芸農業育成支援
・林道改修
・美しい森林づくり（間伐事業）
・ナラ枯れ防除対策（拡充）
・金山杉サミット開催

・金山暮らし体験事業（拡充）
・転入者の新改築のための借入金の
 　利子分を補助（50万円まで）（拡充）
・金山まつり、観光協会への補助（拡充）
・金山町住宅総合支援（新規）
（金山杉活用住宅奨励補助等）
・街並み景観づくり100年運動
・景観づくり海外研修事業（新規）
・グリーンバレー神室等のＰＲ（拡充）

23年度の主な事業
★（新規）、（拡充）と記載があるものは、22年度当初予算と
　比べて新規・拡充の事業です。

本年度予算額

3,328,000
（61,128）
1,502,930
66,960
406,630

0
61,760
605,800
54,110
121,120
（61,128）
186,550
（61,128）
4,830,930

　　　　会　　　計　　　名

　一　　般　　会　　計 

特　別　会　計 　 （資本的支出）　　　　　　　　　 資本的支出以外

国民健康保険特別会計　　 事業勘定　　　　　　　　　　　　 直診勘定
老人保健特別会計（H22年度で廃止） 
後期高齢者医療特別会計 
介護保険特別会計 
農業集落排水事業特別会計 
公共下水道事業特別会計 

水道事業会計　　　（資本的支出） 　　　　　　　　　（収益的支出） 

合　　　　計　　　　（資本的支出）  　資本的支出以外

前年度予算額

3,132,000
（55,649）
1,519,100
65,510
418,040
1,930
61,830
595,680
53,320
137,160
（55,649）
185,630
（55,649）
4,651,100

予　算　額
196,000
（5,479）
△ 16,170
1,450

△ 11,410
皆減
△ 70
10,120
790

△ 16,040
（5,479）

920
（5,479）
179,830

比　　較　　増　　減
増減率（％）

6.3
（9.8）
△ 1.1
2.2

△ 2.7
皆減
△ 0.1
1.7
1.5

△ 11.7
（9.8）
0.5

（9.8）
3.9

平成23年度　会計別予算総括表

・水道事業会計の（　　　）内は資本的支出


